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11月８日：森林環境保全促進和歌山市議会連盟様 

さて、昨年第 14号の続きとなりますが、秋に川上村で開催されました「山幸彦まつり＆ふれあいまつり」

におきましては、未来への風景づくり協賛企業・団体の皆様とお会いさせて頂くことができ、また、村民や来

場者の皆様も、ふれあいまつりコーナーでは買い物や見学に楽しんでおられました。ありがとうございます。 

引き続き、当館でも旧白屋地区の“いま”などの情報発信に努めていきたいと思います。 
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未来への風景づくりにご参加いただいています皆様から、「もっと村民の方々

とのふれあいになる場がほしい」との提案を受け、平成２７年よりスタートした

「ふれあいまつり」は、おかげをもちまして 10 周年を迎えました。当初は白屋地

区で開催していたふれあいまつりでしたが、来場者の安全確保と集客の相乗効果

を見込んで会場を川上総合センター周辺に移し、令和 5 年度から山幸彦まつりと

同時開催しています。 

当日はあいにくのお天気となりましたが、出展ブースでは、企業・団体様の特

色ある物販や屋台には長い列ができ、ふれあいまつりの名物となった紙飛行機飛

ばし大会、村の祭恒例の餅まきでは多くの人の笑顔であふれていました。 

山幸彦まつりの、川上村を創っていくための力を結集するまつりにしたいとい

う趣旨にも賛同いただき、ご参加いただいた皆様に改めて感謝申し上げます。 

ふれあいまつりにご参加いただきありがとうございました！ 

和歌山市議会連盟様には、和歌

山市の子どもたちが水源地の大切

さを学ぶため「森と水の源流館」の

入館料無料支援を行っていただく

など、お世話になっています。 

ふれあいまつりにもご参加いた

だき、前日には、除草活動を行って

いただきました。未来への風景づ

くりとして石垣も美しくなり、あ

りがとうございます。 

お疲れさまでした。 

明けましておめでとうございます。本年もどうぞ宜しくお願い致します。 
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 今も昔も、白屋を象徴する景観といえば石垣です。石垣をじっくり

観察すれば、そこにどのような石があったのかをうかがい知ること

ができます。文字通り、白屋の暮らしの基礎となってきた石垣は、み

なさまの活動のおかげで守られており、未来への風景づくりの大切

な構成要素となっています。 

石垣に使われている代表的な石をご紹介いたしますので、活動で

白屋を訪れた際は、是非注目してみてください。 

おすすめの‘シンボルロード（散策道）’ 
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白屋の石灰岩と高級和紙・宇陀紙
う だ が み

の歴史 

白屋には「白土（きご）山」と呼ばれる石灰岩の採
掘場があり、切り出された石は陸送や筏などで和紙の
名産地・吉野町国栖（くず）へと運ばれました。その
石を砕いた「白土（はくど）」を漉き込んだ和紙は丈夫
でひときわ白く美しい高級和紙として重宝されまし
た。宇陀の商人が流通させたので「宇陀紙」ともては
やされました。現在も文化財の修復などに欠かせない
この和紙の歴史は、白屋の存在なくしては語れません。 

「白屋の生き物かわら版」は森と水の源流館が、旧白屋地区の生き物の観察記録にあわせて、いろいろな活動

の情報を発行しています（不定期）。過去の記録は→https://genryuu.or.jp/main/chosa/shizenchosa/ 

石灰岩 
白屋を代表する「白い」

石で、サンゴや貝がらなど
が海底で堆積してできまし
た。炭酸カルシウムを多く
含み、純度の高いものは白
くなります。コンクリート
や黒板のチョークの材料に
なります。 

川上村の石の特徴 

多くは、かつて海の底で堆積したものです。これらはプレートの沈み込みに伴い、大陸側へ押し付けられ、

せり上がるようにして地表に現れました。特に石灰岩は、川上村にはたくさんありますが、近畿地方では分

布が限られている貴重な資源です。 

観 察 

チャート 
海中の微生物が深海に堆

積し、固まった石です。微
生物の殻に由来する石英
が、しばしば白い筋となっ
て現れます。色は黒や赤、
白など様々で、非常に硬い
性質を持つため、火打石に
も使われました。 

砂岩 
砂つぶが、海底にたまっ

てできた堆積岩です。風化
しやすく、さわると少しざ
らざらしています。 

緑 色 岩
りょくしょくがん

 
海底火山の玄武岩がプレ

ートの沈み込みで運ばれ、
熱と圧力による変成作用で
姿を変えたものです。水に
濡れると、その名の通り深
い緑色がより一層際立ちま
す。 

泥岩
でいがん

 
海底で泥が積み重なり、

固まってできた黒っぽい岩
石です。薄く層を成して剥
がれやすくなったものは、
特に「頁岩（けつがん）」
と呼ばれます。 

岩の模様？ 

 石垣の模様の正体は、菌類と藻類が共生する「地衣
ち い

（ち
い）類」です。黒い点は胞子を出す「子実体」で、岩に張
り付いたまま全体として光合成をして生きています。種類
によって色や形がちがいます。空気がきれいな所ほど種類
が多く見られます。ただの汚れに見える模様も、実は長い
年月をかけて育った命の跡なのです。 

 
地衣類ヘリトリゴケの一種 


